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政調査会事務局監修「臨調基本提言」行政管理研究センター ， 1982年8月26日， 18へ ジ。
2) 向上， 17ヘー ジ。
3) 向上， 19ベジロ




























7) =-宮厚美，向上， 15ベー ジG

























版， 1981年，西欧の文献は.W.G ・タルー グエ，五十嵐，蔵原訳. ，国際関係の理論」サイマ
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請新社. 19円6年。
11) あid，pp 6"-'7訳書. 4~6ページ。白lin Clark，‘Public Finance and Changes in the Value 
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ゆる政敢に対L寛容な態度をもって受け入れるようになってくるのであるロ JColin Clark， WeJ 
fare and Taxation， 1955. pp. 5-6訳書， 5-6へジ。
13) lbid.， p.14同上， 18へ←シ。
14) Ibid.， p.15同上， 19ベジ。


























15) Ibid.， p_26， p.28， p.42向上.34ぺ-:P， 37ヘク， 58ページ。
16) Ibid.， p. 51 向上.71ベー ジ。























J ・オコンナーや， R・A・7 スグレイフeが指摘したように，公共選択論は
「租税は，公共経済の供給するサーピ1 と交換に，そしてそのサーピスの個人
的評価にしたがって支払われる自発的な支払いとみなされるJ'町ところにその
17) Ibid.， p.62同上， 89へージ。
























18) Richard Musgrave， The Voluntary Exchange Theory of Puhlic Finflocc， The Quarterly 
Journal of Economics. Feb. 1939， p.214. 1. O'Conoor， Fiscal Crisis of the State. 1978. p 
131. (池上，横尾監訳， 157ペジ〉
19) ). O'C血 nor，ot. cit.， p.131. (1司土157へジ〕


























20) Colin Clark， op. cit.， p.61 向上， 87ベ ジ。人税，物視のくみあわせについては，池上悼
「地方財政論」同文館， 1979平， 46ベー ジ以下。注lをみよ。
10 ( 10) 第131巻第 1・2号
























課題である。クラ クの道路財源論は lbid..p. 46向上.64ベ-;}-以下。
22) 池上惇「経済政策思想批判 ケインズ主義と公共経済学」同「日本経済論」同文館. 19恒
年.224ヘー ジ以下。














































(1982. 11 7) 
E本研究は昭和57年度文部省科学研究費による研究成呆の一部である。〕
24) コ リンクヲ クは. The ConditiolJ oI ECUllOlJJic Progress. 1st. ed 1940の著者として
著名であるが，同時にケ γプリッジ大学時代に労働北の議院候補者となっており，オー ストラリ
アにおける行此官の桂験を経て，フェピアン社会主義者として活躍し，租税，予算問題に多くの
業績を浅している。 cf.Co1in Clark. Socialist Budget. Fabian Research Series. No. 22 
25) 公共選択論。枠組みに「地域性」の問題を導入した場合， どのような論理の構成が可能か，と
いう全く新しい研究テー マは今後の課題として残されている。
